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小 ・ 中 
どちらかに〇  

学校番号 ９  学校名 宇都宮市立陽南小学校 

平成２９年度 学校経営計画 

宇都宮市立陽南小学校 

１ 教育目標 

 日本国憲法及び教育基本法の精神、栃木県及び宇都宮市の教育目標、そして児童の実態や社

会・地域の要請を受け、人間尊重の教育を基盤とした本校の教育目標を次のように設定する。

（１）基本目標 

  心身ともに健康で創造性に富み、心豊かで実践力のある児童を育成する。 

   （自分に自信をもてる子を育てます。） 

（２）具体目標（具体的な児童生徒像など） 

  ・自ら学び、ねばり強く努力する児童（楽しく学ぶ子） 

・思いやりをもち、助け合う児童（仲よく助け合う子） 

・健康と安全に留意し、元気に活動する児童（元気に活動する子） 

 

２ 学校経営の理念 

 創立６９年の陽南小学校のよき伝統と校風を引き継ぎ、すべての教職員の力を結集するとと

もに学校内外の物的・人的資源を最大限に生かし、児童一人一人の確かな成長を図る学校づく

りを進める。その理念と目指す学校像を次のように設定し、教育活動の充実につなげる。 

 
          

             

        
３ 学校経営の方針 

全職員が信頼と和を基盤とした協働体制のもと，教育目標や学校のあるべき姿の具現化を目

指し，次の６つ方針をもとに学校経営にあたる。 

(1) すべての児童の人権を大切にし，児童が教育活動の中で自分のよさや個性を発揮し自己肯 

定感や自己有用感を感じることができる学校づくりに努める。 

(2) 小中一貫としての義務教育９年間を通した系統的な指導を通して，確かな学力の向上を目 

指し，基礎・基本の確実な定着と「楽しく・わかる・できる授業」作りに努める。 

(3)自他の生命を尊重し，児童一人一人が生き生きと安心して学校生活を送る中で，児童が自ら 

健康や体力等の増進に取り組む学校づくりに努める。 

(4)学校課題研修や教師の自己研鑽に基づいた校内研修を充実させ，教職員個々の指導力及び 

資質の向上を図るとともに，一人一人の能力や特性を生かしながら，児童とともに伸びる学 

校づくりに努める。 

(5)「地域の学校」として学校・家庭・地域社会が互いに連携し，信頼関係を深めながら地域の 

教育力を高めるとともに，陽南地域学校園および小中一貫教育の積極的な取組により学校力 

の向上を図る。 

(6)学校・家庭・地域社会が一体となり教育活動の充実を図るとともに，積極的に情報を発信す 

るする開かれた学校づくりに努める。 

 
 
 

4 今年度の重点目標 

（１） 学校運営 

 ・学校経営のビジョンを教職員で共通理解し，協働して取り組む体制づくりを進める。 

 ・学校と家庭・地域の双方向的な関係を築き，学校内外の教育的資源の有効活用を図る。 

・陽南地域学校園および小中一貫教育の積極的な取組により学校力の向上を図る。 

（２）学習指導 

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れ，一人一人が「楽しい・わかる・できる」授業 

を行うことで，主体的に考え，学び合うことのできる児童の育成を図る。 

・一人一人の児童が安心感をもって自己表現ができ，互いのよさを認め合える集団をつくる

ことにより，自分のよさを発揮して生き生きと学び合うことのできる児童の育成を図る。 

・確かな学力を育む学校 

・豊かな心を育む学校 

・健康な身体を育み安全な学校 

学

校

像  

・・安心と楽しさのある学校づくり 

・・ともに伸びる学校づくり 

・・家庭や地域から愛される学校づくり 

理

念  

[陽南地域学校園教育ビジョン] 
 地域に根ざした豊かな心を育む小中一貫教育 ～子どもの自主的な活動を通して～ 



・家庭や地域との連携を図り，一体となって児童の学力向上に努める。 

（３）児童生徒指導 

 ・基本的な生活習慣を身に付け，時と場に応じて適切に判断し，自主的に行動できる児童を

育成する。 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

・自分の力に合った目標をもち、主体的に運動するとともに，自分の体に関心をもち、自ら 

健康で安全な生活ができる児童の育成を図る。 

５ 特色ある学校づくり等に関する取組  
（１）育てたい資質・能力と具体的取組例 

「人とふれ合い、本とふれ合い、自然とふれ合う、潤いのある学校」を目指して 

◇ 人 と

の ふ れ

合い 

・地域の様々な世代や様々な立場の方々、学校支援ボランティアの方々との交流

を通し、相手を思いやる心・助け合う心・感謝の心を養い、自然に挨拶ができる

子を育成する。（学校支援ボランティア感謝の会・地域の方々との交流等） 

・異学年がふれ合う縦割り班活動を通し、自他の個性を尊重し協力してよりよい

生活を築く態度を養う。（全校児童集会・ふれあい給食・共遊タイム等） 

◇ 本 と

の ふ れ

合い 

・読み聞かせや読書活動(家読も含む)を通して多くの本と出合い、読書の楽しさ

を実感し、豊かな心・たくましく生きる力を培う。 

 （地域ボランティアによる読み聞かせ ・家読の推進 等） 

◇ 自 然

と の ふ

れ合い 

・陽南の自然環境を生かした学習や学校農園・教材園等の栽培活動・動物の飼育

活動を通し、動植物の命に対する畏敬の念と自然を愛する豊かな心情・愛校心

を育成する。（農業体験活動・飼育動物の世話・親子奉仕作業・花つくり活動等） 

６ 本市の重点施策・事業と関連する取組 

（１）「地域とともにある学校づくり」に関する取組 

  ①基本的な考え 

地域の学校」として学校・家庭・地域社会が互いに連携し，信頼関係を深めながら地 

域の教育力を高める。 

②主な取組 

○地域協議会活動の充実 

   ○学校支援ボランティアとの連携   ○地域ボランティアとの連携 

（２）「小中一貫教育・地域学校園」に関する取組 

  ①基本的な考え 

  陽南地域学校園および小中一貫教育の積極的な取組により学校力の向上を図る。 

 ②主な取組 

小中一貫教育では 

・会話科（英会話の時間とことばの時間）の効果的な授業実践 

・水曜日の朝の時間を使って、みやびぃタイムの実施（日本語の美しい響きに慣れ親しむ） 

・小中相互乗り入れ授業の推進 

・特別な教科道徳の実施に向けた研究の推進(モデル学校園指定) 

陽南地域学校園では 

・学力向上部会：９年間を見通したコミュニケーション能力の育成 

      基本的学習習慣「聞くこと」の一貫性をもった指導，家庭学習の推進 

・学校適応支援部会：安心して学校生活を送れるようにするための環境整備 

児童生徒指導強化連絡会・不登校対策協議会の充実，小学校６年児童の中学校訪問 

・体力増強分科会：自ら進んで体力を高めようとする児童・生徒の育成 

保健分科会  ：自主的に健康生活を考えられる児童・生徒の育成 

 食育分科会  ：望ましい食生活を自己管理しようとする児童・生徒の育成 

・交流促進部会：豊かな心を育む交流～小中合同あいさつ運動・小中相互乗り入れ授業等～ 



 


